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あ
る
が
（
図
２
）、
国
家
試
験
は
、
実
務
経
験
３
年

に
加
え
て
所
定
の
研
修
を
受
講
す
る
実
務
経
験
ル
ー

ト
で
の
受
験
者
が
８
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
実
務

経
験
ル
ー
ト
の
受
験
者
は
、
介
護
現
場
で
働
き
な
が

ら
資
格
取
得
を
目
指
す
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
就

労
と
試
験
に
向
け
た
学
習
の
両
立
に
課
題
が
あ
る
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
、
実
務
経
験

　介護人材は2040年度末までに
新たに約57万人が必要とされるな
か、介護福祉士の資格取得を目指す
受験者がより受験しやすくなるよう、
介護福祉士国家試験に「パート合格」
を導入することが、2024年 5月
から「介護福祉士国家試験パート合
格の導入に関する検討会」で議論さ
れ、同年9月24日に報告書が取り
まとめられました。人材確保につな
がるのか、内容をみていきます。

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に

「
パ
ー
ト
合
格
」
を
導
入

介
護
福
祉
士
の
重
要
性
が
増
す
一
方
、

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
者
数
は
減
少

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、
我
が
国
で
は
介

護
を
必
要
と
す
る
人
の
急
速
な
増
加
が
見
込
ま
れ
、

２
０
４
０（
令
和
22
）年
度
末
ま
で
に
新
た
に
57
万
人

の
介
護
人
材
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

認
知
症
高
齢
者
や
高
齢
単
身
世
帯
の
増
加
等
に
伴

い
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る
介
護

人
材
の
確
保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
介
護
福
祉
士
の
重
要
性

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
い
る
が
、

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
（
以
下
、
国
家

試
験
）の
受
験
者
数
は
、第
31
回
（
２
０

１
８（
平
成
30
）年
度
）の
９
万
４
６
１

０
人
以
降
、
徐
々
に
減
少
し
て
き
て
い

る
（
図
１
）。

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
ル
ー
ト

は
、
養
成
施
設
ル
ー
ト
、
実
務
経
験
ル

ー
ト
、
福
祉
系
高
校
ル
ー
ト
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
経
済
連
携
協
定
）
ル
ー
ト
の
４
つ
が
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６
年
度
）

第
５
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３
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年
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第
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Ｓ
62
年
度
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第18回第17回第16回第15回第14回第13回第12回第11回第10回第9回第8回第7回第6回第5回第4回第3回第2回第1回
受験者数
合格者数
合格率

11,973
2,782

23.2

9,868
3,664

37.1

9,516
4,498

47.3

9,987
5,379

53.9

11,628
6,402

55.1

13,402
7,041

52.5

14,982
7,845

52.4

18,544
9,450

51.0

23,977
12,163

50.7

31,567
15,819

50.1

41,325
20,758

50.2

55,853
26,973

48.3

58,517
26,862

45.9

59,943
24,845

41.4

67,363
32,319

48.0

81,008
39,938

49.3

90,602
38,576

42.6

130,034
60,910

46.8

第36回第35回第34回第33回第32回第31回第30回第29回第28回第27回第26回第25回第24回第23回第22回第21回第20回第19回
受験者数
合格者数
合格率

145,946
73,606

50.4

142,765
73,302

51.3

130,830
67,993

52.0

153,811
77,251

50.2

154,223
74,432

48.3

137,961
88,190

63.9

136,375
87,797

64.4

154,390
99,689

64.6

153,808
93,760

61.0

152,573
88,300

57.9

76,323
55,031

72.1

92,654
65,574

70.8

94,610
69,736

73.7

84,032
58,745

69.9

84,483
59,975

71.0

83,082
60,099

72.3

79,151
66,711

84.3

74,595
61,747

82.8

（単位：人、％） 

第36回における在留資格「特定技能１号」　受験者数：1，950人　合格者数：751人　合格率：38.5％
第36回における在留資格「技 能 実 習」　受験者数：596人　　 合格者数：280人　合格率：47.0％

受験者数
合格者数
合格率

介護福祉士国家試験受験者数の推移（全体）図1

図1・2…第１回介護福祉士国家試験パート合格の導入に関する検討会　参考資料１－１より
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３
年
の
実
務
経
験
が
必
要
で
あ
り
技
能
実
習
や
特
定

技
能
の
在
留
期
間
で
は
受
験
機
会
が
少
な
い
こ
と
等

か
ら
、
外
国
人
の
合
格
率
は
、
日
本
人
を
含
め
た
全

体
の
合
格
率
と
比
較
す
る
と
低
い
傾
向
に
あ
る
。
外

国
人
介
護
人
材
に
と
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
受
験
機
会

の
な
か
で
就
労
と
国
家
試
験
受
験
に
向
け
た
学
習
の

両
立
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
家
試
験
の
結
果
を

国
籍
と
養
成
ル
ー
ト
別
に
検
証

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
検

証
に
資
す
る
デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る
検
討
会
」で
は
、

過
年
度
の
試
験
結
果
を
用
い
、
受
験
者
の
属
性
や
得

点
分
布
等
の
デ
ー
タ
の
整
理
や
、

科
目
ご
と
の
得
点
状
況
、
い
く
つ

か
の
科
目
の
グ
ル
ー
プ（
以
下
、「
パ

ー
ト
」）
を
仮
定
し
、
パ
ー
ト
別
に

判
定
し
た
場
合
の
合
格
状
況
等
の

検
証
（
令
和
５
年
度
厚
生
労
働
省

委
託
事
業
・
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
の
検
証
に
資
す
る
デ
ー
タ
の
分

析
業
務
）
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
検
証
の
報
告
書
（
第
35
回

（
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
）
試

験
を
検
証
）
を
み
る
と
、
受
験
者

（
７
万
９
１
５
１
人
）
は
日
本
人
が

全
体
の
９
割
超
を
占
め
、
得
点
の

平
均
値
・
中
央
値
は
90
点
を
超
え

て
い
る
こ
と
、
約
８
％
を
占
め
る

外
国
人
の
平
均
値
・
中
央
値
は
75

点
前
後
で
得
点
の
平
均
値
・
中
央

ル
ー
ト
の
受
験
者
数
は
、
第
33
回
試
験
（
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
度
）か
ら
第
36
回
試
験（
２
０
２
３（
令

和
５
）年
度
）で
約
１
万
人
減
少
し
て
い
る
。介
護
福

祉
士
を
目
指
す
人
の
減
少
が
続
け
ば
、
質
の
高
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
支
障
が

生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
材
確
保
の
た
め
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
か

ら
「
在
留
資
格
介
護
」、「
技
能
実
習
介
護
」、
２
０
１

９
（
平
成
31
）
年
か
ら
は
「
特
定
技
能
介
護
」
と
、

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
が
段
階
的
に
拡
充
さ

れ
て
き
た
が
、
と
く
に
「
在
留
資
格
介
護
」
に
つ
い

て
は
在
留
期
間
の
制
限
な
く
日
本
で
就
労
で
き
る
こ

と
、
家
族
の
帯
同
が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
技
能
実
習
や
特
定

技
能
で
入
国
し
た
人
の
な
か
に
は
、

在
留
資
格
介
護
の
要
件
で
あ
る
介

護
福
祉
士
資
格
取
得
に
向
け
、
国
家

試
験
を
受
験
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

し
か
し
、
国
家
試
験
の
た
め
の
専
門

的
な
学
習
に
加
え
、
継
続
し
た
日
本

語
学
習
が
必
要
な
こ
と
、
受
験
に
は
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規 則
第40条
第２号
第１号

法
第40条
第２項
第２号

法
第40条
第２項
第３号

法
第40条
第２項
第４号

平成19年改正
法

附則
第５条

法
附則

第２条
第１項

規則
第21条
第２号

法
第40条
第２項
第３号

法
第40条
第２項
第５号

規　　則
附　　則
第１条の２

養成施設ルート 実務経験ルート 福祉系高校ルート EPAルート

ＥＰＡ候補者

実務経験３年

筆記試験

介護福祉士資格取得（登録）

実務経験３年 平成21年度
以降に入学

平成20年度
以前に入学

実務経験
９　　月

特例高校高 等 学 校 等

「 法 」･･･社会福祉士及び介護福祉士法
「規則」･･･社会福祉士及び介護福祉士法施行規則

・介護技術講習
・介護課程
・介護課程Ⅲ
・実務者研修
のいずれかを
修了又は履修

・介護技術講習
・介護課程
・介護課程Ⅲ
のいずれかを
修了又は履修

介 護 職
員 基 礎
研 修
及 び
喀 痰
吸 引 等
研 修

保 育 士
養 成
施 設 等介 護

福 祉 士
養 成 施 設

（２年以上）

大 学
（社会福祉
に 関 する
科目履修）

社 会
福 祉 士
養成施設等 実務者

研修
（６月以上）

介護福祉士養成施設
（１年以上）

実技試験 実技試験 実技試験

（※）平成29年度より、養成施設卒業者も国家試験合格が必要となった。
　　ただし、令和８年度までの卒業者には卒業後5年間の経過措置が設けられており、卒業後５年の間は介護福祉士の資格を有することとし、当該５年間のうちに、国家試験に合格するか、介護現

場に５年間従事するかのいずれかを満たすことにより、引き続き、介護福祉士としての資格を有することができる。

介護福祉士の資格取得ルート図2
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検証結果（１）受験者の属性　（国籍別）表1
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検証結果（１）受験者の属性　（資格取得ルート別）表2

表1・2…第１回介護福祉士国家試験パート合格の導入に関する検討会　資料２より
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患
者
を
中
心
に
地
域
に
寄
り
添
う

ケ
ア
事
業
を
展
開

　
和
歌
山
市
鳴
神
に
あ
る
医
療
法
人
久

仁
会
宇
都
宮
病
院
（
理
事
長
：
宇
都
宮

宗
久
氏
）
は
、「H

and in H
and

」
と

い
う
病
院
理
念
の
も
と
、
患
者
を
中
心

に
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
昭
和
45
年
に
開
設
し
た
同
院
は
、
慢

性
期
・
回
復
期
医
療
、
在
宅
医
療
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
現
在
の
病
床
数
は
80

床
で
、
そ
の
内
訳
は
医
療
療
養
病
床
44

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
36
床
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
能
強
化
型
在
宅

支
援
病
院
の
指
定
を
受
け
、
地
域
の
診

療
所
の
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
と
し
て
の
役
割

を
担
う
と
と
も
に
、地
域
の
医
療
機
関
、

訪
問
看
護
事
業
所
と
「
わ
か
や
ま
在
宅

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
和

歌
山
市
内
で
年
間
延
べ
1
万
人
以
上
の

在
宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

　
和
歌
山
市
の
人
口
や
医
療

需
要
の
状
況
に
つ
い
て
、
副

理
事
長
の
宇
都
宮
越
子
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
院
が
立
地
す
る
和
歌

山
市
の
人
口
は
、
県
庁
所
在

地
で
あ
り
な
が
ら
、
昭
和
60

年
の
40
万
人
を
ピ
ー
ク
に
現

在
は
約
35
万
人
に
減
少
し
、

令
和
42
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の

約
半
数
に
減
少
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

医
療
構
想
に
お
い
て
、
和
歌

山
医
療
圏
は
病
床
過
剰
地
域

と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
6
年

を
境
に
高
齢
者
人
口
も
減
少

に
転
じ
、
医
療
・
介
護
と
も

に
需
要
が
低
下
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
和
歌

山
市
は
大
阪
へ
の
通
勤
・
通
学
圏
内
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
材
確
保
も
非
常

に
厳
し
く
、
患
者
の
減
少
と
働
き
手
の

確
保
と
い
う
問
題
に
対
し
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
を
つ

く
る
こ
と
が
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
以
下
「  
」
内
は
宇
都
宮
氏
の
説

明
）。

　
同
院
は
、
5
キ
ロ
圏
内
の
身
体
不
調

や
移
動
手
段
が
な
い
患
者
の
無
料
送
迎

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
無
料
送
迎
を

活
用
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
を

し
た
と
こ
ろ
、2
軒
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
相
次
ぐ
閉
店
や
路
線
バ
ス

の
廃
線
予
告
に
よ
り
、買
い
物
難
民
・
交

通
難
民
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
交
流

機
会
の
減
少
、
健
康
問
題
な
ど
で
ひ
き

こ
も
り
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
な

ど
の
地
域
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

「
な
る
コ
ミ
」
を
開
設

　
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
に
対
し
、
日
頃

か
ら
病
院
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
気

コミュニティ施設併設で
地域の求められる病院へ

　福祉医療機構では、地域の福祉医
療基盤の整備を支援するため、有利
な条件での融資を行っています。今
回は、その融資制度を利用された和
歌山市の宇都宮病院を取りあげます。
同院は地域住民のためのコミュニテ
ィ施設を開設し、地域の活性化とと
もに病院経営にもよい影響を生み出
しています。コミュティ施設の取り
組みや効果について取材しました。

— 和歌山市・医療法人久仁会 宇都宮病院 —
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施設の概要施設の概要

〒 640−8303
和歌山市鳴神 505−4
  TEL   073−471−1111
  FAX   073−473−8567
  URL   https://www.utsunomiya-hospital.com/

病院開設：昭和 45 年
理事長／病院長：宇都宮　宗久
病 床 数：80 床（医療療養 44 床、地域包括ケア 36 床）
診 療 科：内科、呼吸器科、循環器科、消化器科、整形外科、肛門科、麻酔科、放射

線科、美容皮膚科、形成外科

医療法人久仁会 
宇都宮病院

　　　　　　  　　　　 

oka
WAM著作



〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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